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昭和58年度

予算を可決

だ
よ

D
一

一条例・予算など

31議案を可決・承認一

常任委員長報告

寸
1
1
0
⑧
あ
ら
ま
し

＠
i
l
J

一

昭

和

問

主

2
回
朝
日
町
級
会
定
例
会
は
、

3
月

一

一

ゅ
白
か
ら
3
月
日
ま
で
の
会
期
九
日
間
と
し
て

一

F

開
会
さ
れ
ま
し
た
・

－

本

定

例

会

で

は

、
昭
和
見
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
一

一

予

算
、
印
鑑
条
例
制
定
な
ど
泊
議
案
お
よ
び
議
員
提

一

一

出
議
案

2
件
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
総
て

－

一

原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一

－

ま
た
、
精
願
2
件
、
陳
情
2
件
に
つ
い
て
の
審
査

一

－

結
果
は
、
採
択
2
件
、
継
続
審
査
2
件
が
決
定

8
れ

一

一

ま
し
た
。
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妥械は
との割高
,,2. II'.絞
め新 審
Jまに 1f..
＃~ つ
1－ぃ 隙

曳V鈴骨骨骨骨骨鈴eを骨骨骨さみ少、時令宅建

付
託
業
件
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
可

決
‘
み
必
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま

L

た
な
お
、
審
世代
の

過
料
に
ト
ね
い
て

次
の
袋
望
意
見
が

あ
リ
ま
し
た
。

住
民
宿
祉
課
関
係

ー
、
山
同
行
所
の
入
所
児
島凱
が
年
々
減

少
す
る
以
凶
は
、
対
象
児
童
の
減

少
も
隙
か
に
位
大
要
国
だ
が
、
対

象
者
の
中
で
、
特
に

3
オ
児
未
満

の
保
治
者
が
保
育
所
へ
入
所
さ
せ

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
調
先
結
果
も
あ
り
、
そ

の
原
凶
を
究
明
し
て
、
保
行
行
政

の
充
実
化
に
務
め
ら
れ
た
い
．

2
、
特
別
後
泌

ε人
ホ

l
ム
の
印
年

度
建
設
に
向
け
尚
早
備
委
員
会
等
を

作
っ
て、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
が
、
建
設
ま
で
の
綿
密

な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
立
て
る
と
共

に
建
設
用
地
等
の
確
保
に
鋭
意
努

力
さ
れ
た
い
。

η 

環
境
保
健
課
関
係

ー
、
住
民
検
診
の
伶
断
に
欠
く
こ
と

の
出
米
な
い
血
液
検
K

立
は
、
的
病

院
で
般
住
す
る
よ
う
、
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
、
早
期
実
施
に
向

け
、
銭
円
後
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

2
．
点
制
医
療
の
代
付
制
度
が
山
米

た
こ
と
は
商
〈
評
価
す
る
が
、
日

付
対
象
私
引
の
所
件
制
限
か
低
舶
の

た
め
必
中
I
いれ
が
少
な
く
、
今
後、

批
大
の
ん
向
で
検
討
さ
れ
た
い
。

3
、
健
康
づ
く
リ
必
業
の

一
環
と
し

て
、
食
生
活
改
善
の
栄
養
教
室
を

聞
い

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
の
得
議
普
尽
に
鋭
窓
努
力
し

て
お
ら
れ
る
が
、
次
元
が
向
い
と

の
声
も
あ
り
、

一
郎、

一
般
家
庭

に
マ

ッ
チ
す
る
よ
う
な
内
官
け
を
係

り
入
れ
る
万
向
て
倹
刈
さ
れ
た
い
。

泊

病

院

関

係

l
、
病
院
経
常
に
つ
い
て
、
内
山
り
を

検
討
さ
れ
、
体
質
改
善
を
図
る
と

共
に
地
械
医
療
計
画
を
倒
ム
比
さ
れ

た
・
1

2
、
昨
年
同
川
か
ら
、
巡
門
付
金
繰
な

ど
4
分
科
会
を
A
．守山
し、

・
州
院
の

運
営
に

つ
い
て
精
鋭
的
に
努
力
し

て
い
る
ニ
と
は
う
か
が
え
る
が
、

一史
に
、
こ
の
組
織
や
効
果
的
に
選
別

さ
れ
、
目
的
達
成
に
努
め
ら
れ
た
い
g

3
、
医
療
綜
械
に

つ
い
て
は
、
遊
ば

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
省
効
に
活

用
さ
れ
た
い
．

日 ネ呈議審
教
一

⑧
綿
一

開会 （会期決定．提案理由

の説明）

本会議 （議案説明）

本会議 （論家説明）

休 会

本会誠 （質疑， 一般質問）

本会綴 ｛一般質問）

委員会 （環縫厚生委貝会）

委員会 （環境厚生委員会）

（産業建設委員会）

委員会 ｛総務教育委員会）

本会議 （委員長報告．質疑

討論．表決．日程の

追加．議員提出議案

の表決）

3月10日

3月l1 l:l 

3月12日

3月13日

3月14u 
3月15日

3月16日

3月17臼

3月18日

3月19日

付
北
楽
件
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
阪
奈
ど
お
り
吋

決
、
タ
認
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し

た
。な

お
、

事
肺
炎
の

渇
れ
に
わ
υ
い
て
、

次
の
決
叫
h

立
は
が

あ
リ
ま
し
た

l
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
住
川
間
一明
利

川
行
が
年
々

m加
傾
向
を
・・小
し
て

必
り
、
体
力

m強
お
よ
び
非
行
防

－w等
の
充
実
強
化
を
図
る
ir－共
に

H
H
殺
防
止
策
の
見
地
か
ら
、
．
内
側

に
小
さ
な
側
一明
灯
を
2
1
1
ル

必
仰
の
打
向
で
検
付
さ
れ
た
い

2
、
制

M
山中
小
伎
の
ブ

l
ル
ぬ
ぷ
に

つ
い
て
は
、
印

m
フ
｜
ル
の
他
ぷ

く長業建設委員喜〉

付
札
業
件
に
つ

い
て
は

そ
れ
ぞ

れ
以
来
ど
必
リ
吋

決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

なわね‘

犠
介
．の

治
打
に
ト
ね
い
て

次
の
愛
情
－
C
日比
か

あ
リ
ま
し
れ
ん

建

設

課

関

係

l
、
北
陪
’
H
動
中
道
に
附
す
る
側
辺

舗
装
が
業
に
つ
い
て
は
、
泊
山町八ム

川
が
側
道
ぷ
流
行
で
あ
る
工
と
HV

を
臥
間
後
の
？
之
、
公
開
て
れ
い
す

る
よ
う
な
万
向
に
努
力
さ
れ
引わ
ん
い

2
、
郎
市
川市川口問
M
V
業
の
迅
妙
本
が
必

〈
、
般
大
の
要
因
で
あ
る
川
地

取
得
の
円
治
化
を
同
る
た
め
、

uwr

門
に
問
地
取
得
交
沙
が
山
山
米
る
よ

う
な
体
制
強
化
を
前
向
き
に
検
川

さ
れ
た
い

3
、
昨
年
、
住
染
さ
れ
た
‘
向
陥
町

の
町
公
作
℃
内
に
わ
り
い
て
‘
．
郎
、

川
州
出
向
問
所
か
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

阪
附
を
過
伎
に
究
明
し
、
今
後、

修
給
費
等
を
町
叫
H

で
れ
利
一
し
な
い

よ
う
な
焔
策
を
議
ぜ
ら
れ
た
い
。

4
、
凶
城
山
景
山
道
人
口
付
近
で
の
公

共
用
地
不
法
t
u
拠
に
つ
い
て
は
、安

員
会
で
現
地
悦
－
M
し
た
続
紛
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
局
と
斜

に
向
け
、

枯
力
的
か
つ
相
候
的
に

取
リ
印
刷
ま
れ
た
い
。

3
、
小
手
生
の
非
行
問
題
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
いね
り
、
向
少

年
の
健
全
山
口
成
に
向
け
て
の
非
行

防
止
対
策
に
P
T
A
等
を
通
じ
て
、

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
が
、
ハ
子
佼
、
家
庭
、
地
域
の
三

朽
一
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
よ
・
7

な
施
策
を
早
急
に
議
じ
ら
れ
た
い
．

4
、
新
庁
舎
往
設
問
題
に
つ
い
て
は
、

住
川
内
叫
机
吻
品
川
に
町
民
の
万
々
は
強
い

附
心
を
持
っ
て
お
り
、

い
急
に
似

凶
附
仙
地
を
選
定
す
る
な
ど
、
住
設
に

向
け
札制
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

5
、
駅
周
辺
の
尽
境
幣
備
事
業
の

一

市
川
で
あ
る
、
恥
山
下
州
場
往
設
に
つ
い

て
は
、
通
勤
．

通
学
帆引
の
利
艇
を

凶
る
た
め
、
駅
災
の
日
米
紡
紺
周

辺
地
内
で
巡
地
を
必
定
し
、

住
訟

に
向
け
鋭
丘
努
力
さ
れ
た
い
・

・州
舶
の

「
人
が
院
勧
行
の
五
九
止
尖

川
地
u
n
で、

反
田
作
未
定
地
で
あ
る

行
の
品川
矧
を
交
わ
し
て
、
仙
は
川
さ

せ
て
い

る
二
と
は
、
ま
ニ
と
に
遺

憾
な
ζ

と
で
ム
リ
、
今
後
、
実
状

調
伐
の
・？
之
、
問
題
解
決
に
鋭
意

努
力
さ
れ
た
い
。

5
、
消
小
1e
裟
抗
の
町
州
市
け
業
に
つ
い

て
は
‘
財
政
多
機
な
祈
り
で
も
あ

リ
、
近
川
A
代
警
の
仙
紙
持
件
H

剛州
代
は

応
分
の
交
益
お
れ
M

刊
の
万
向
で
検

J
さ
れ
た
い
。

産

業

課

関

係

l
．
朝
日
町
の
特
品
開
物
で
あ
る
、
イ

ノ
プ
タ
の
飼
育
市
川
叩
主
将
を
移
る
等
、

前
委
と
供
給
関
係
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
生
し
な
い
よ
う
、
m
u
m的
な

肱
叫
竹
泌
を
必
じ
ら
れ
た
い
。

之、

A

，M
の
一行
政
出
向
例
改
市
で
‘
刷

工
似
た

xb－新
設
し
て
‘
似
た
行

政
や
余
業
占
的
欽
総
策
に
力
点
を
置

か
れ
る
が
、
間
引
余
業
の
山
H
成
、
拡

大
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
総
合
的

な
就
労
人
口
の
紘
大
施
策
を
Mm極

的
に
論
じ
ら
れ
た
い
。

3
．
休
業
業
務
に
付
す
る
行
政
術
導

の
強
化
を
凶
る
な
ど
、
休
業
一行
政

の
川
品
川
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

川内州制
の
「
町
巡
の
M

必
定
に
つ
い

エ

は
．
断
剛
立
安
当
と
認
め
、
ほ
択
と

し
ま
し
た
。

陳
情
の

「消
古
装
置
の
設
置
に
つ

い
て
」
は
、
諸
般
の
事
情
を
勘
案
の

う
え
、
総
統
審
車
札
と
決
し
た
行
‘

鰍

h
H
さ
れ
ま
し
た

－
a会
だ
よ
り
＠

昭
和
問
年
度

予

算

（可決された案件！

－
朝
日
町
一
般
会
計

予
算
（剖
憶
3
千
7

U
U
万
5
F円
）

・
制

H
町
凶
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予

算
（
6
憾
6
F
2
．白

mm
万

8
子
円
）

－
例
日
前
在
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会

計
予
算
（
8
低

3
6

日
M
l
F円
）

－
例
日
町
同
氏
健
康
保
険
珍
療
施
設

得
一
川
珍
療
品
川
特
別
会
泊
予
算

（
l

千
M
U
M
－

r円
）

－
削
明
日
町
同
氏
凶
崎
山
峨
似
険
診
療
施
設

（
川
崎
珍
療
所
特
別
会
計
千
算

（
7

．h
幻
万

2
f川
）

－
朝
日
町
問
民
健
康
保
険
診
練
施
設

境品。
療
所
特
別
会
計
予
算

（
l
千

5
．h
柑

fH
5
千
円
〕

－
朝
日
町
間
υ切
水
道
特
別
会
計
チ
算

（

2
千
9

．h
6
M
3
T川
）

－
側
U
町
刷
保
外
・

一地
区
川
水
特
別

会
社

F
n（

3

．h
引
い
り

5
下
川
）

・
朝
日
町
川
総
奨
午
広
H
A
S－特
別
会
計

チ
算

｛
U
U
M
7
F
川
）

－
朝
日
町
保
健
文
化
賞
法
金
特
別
会

計
予
算

『
U
A
M
－
「
川
）

－
例
日
町
ぷ
的
柑
院
が
業
会
計
予
算

（
同

信

3
f
3
．h
H
出
．L
H
5

千
円
）

条制
定
し
た
も
の 例

－
州
開
口
町
印
W
M
条
例

一
部
改
正
し
だ
も
の

－
制

H
町
内土
法
ぴ
線
沿
抗
条
例

・
制
日
前
総

μ定
数
粂
例

－
制明
日
町
椴
い
川
の
勤
務
時
間
に
関
す

る
条
例

・
倒
日
町
予
数
料
条
例

・
例
日
町
悦
条
例

－
削
明
日
町
Hm・M
W
仙
取
締
セ
ン
タ
ー
館
別

料
条
例

－
制
日
制

h

仏
パ
ム
代
航
品以
前
条
例
浮

・
州
判
川
町
け
れ
仏
山
じ
ぷ
れ
条
例

－
朝
日
町
弘
公
民
館
説
明
以
条
例
等

－
朝
日
町

ι山
術
院
が
定
の
ぷ
ぽ
等

に
附
す
る
条
例

・
納
日
町
伝
的
病
院
公
合
代
付
条
例

昭
和
日
年
度
一
般
会
計

補

正

予

算

・
側
川
町

．
般
会
J
補
正

F
W／
第

5
u
V
｛
川
応
ο
o
f
5
．h乃
じ
り

7
f

円
）

－
朝
日
町

E
人
保
健
医
療
が
た
特
別

会
計
補
王
子
作
／
抗
l
い町
二

a．力

3
千
円
）

－
籾
臼
町
愉
川
い
切
水
泊
特
別
会
計
補
正

チ
符
／
郊
3
H
V（
ド
日
目
じ
り

4
f円
）

そ

他

の

・
干
の
ば
械
の
点
弘
正
法
び
山時比
の
件

・
字
の
区
山
放
の
ぬ
止
の
件

． ．一ー地正朝 重量
Jiに臼 宅？
日 つ 岡TE量

・ 示ぃ冶 F司t

堅議て長提
言を 2出
去 ~ ！議
。公平案

冶~ 0(. 4
8
9
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ま
し
だ
。

か
ら
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

栽

培

漁

業
積
極
的
に

質
問

伯
作
漁
業
の
桜
興
施
泳
と
し

て
、
ボ
エ
ビ
以
外
に
ア
ワ
ビ
‘

サ
サ
エ
、
ク
ル
マ
ダ
イ
浮
の
ぬ

は
漁
業
主
総
の
考
・え
が
あ
る
か

答
弁

川町中
t
M心
的
中
漁
業
仏
興
協

日
以
と
し
て
、

総

m
m…
抗
合
前
向

き
に
検
川
し
て
れ
リ
、
川
以
や
地

・κ漁
協
と
し
協
ぶ
し
な
か
・
り
．

LHH
U
R
h7

・ァ，
A

h
’
H
H
’もF

・・、

S
F
t
F
h
H

’ト“u
q
o
G串

2

・，J
L

転
作
補
償
金

普
処
し
た
い

質
問

↑
靴
作
交
を
M

飢
え
て

い
た
出
家

が
、
い
転
作
本
Z
O
O
M紘
利
さ
れ
た

こ
と
に
よ
リ
、
主
川
を
治
す
ニ

と
に
な
っ
た
た
め
、
今
ま
で
の

投
資
悦
代
に
付
し
、
補
償
す
る

民

Ffえ
か
あ
る
か

答
弁

伐

家
の
打
々
た
け
に
れ
仰
を

りは町民本位町づく
ーやまびこ通信（町長へのたより）

！こあな定の意見を－

か
け
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と

協
泌
す
る
と
と
む
に
、
県
下
山

町
村
の
動
向
を
け
兄
桜
め
な
か
ら
、

駒山口処
し
た
い

特
別
聾
護
老
人
ホ

l
ム

回
床
で
回
年
に
建
館

質
問

。
川
船
化
社
会
に
対
応
す
る
、

特
別
長
必
在
人
ホ
ー
ム
他
国
ぷ
年

山
同
等
の
け
れ
体
的
な
汁
州
を
ト
ね
聞

か
せ
刷
い
た
い

答
弁

特
別
鐙
ぬ
在
人
ホ

l
ム
の
也

設
に

つ
い
て
は
、
附
初
日
年
度

佳
品
に
向
け
、
得
印
刷
会
以
会
等

を
ぷ
け
て
、
引
制
力
的
に
取
リ
組

ん
で
お
り
、
胤
松
と
し
て
は
‘

加
味
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思

勺
て
わねリ
ま
す

病
院
の
体
質
改
善

現
断
を
持
っ
て

「
町
づ
く
り
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
、
町
民
本
伎
の
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

一
万
8
0
0
0
人
の
住

民
の
立
見
を

一
人

一
人
、
聞
い
て
向

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
ω

そ
ニ
で
従
米
か
・
り

J
判
長
と
ト
山
一
彼

ぶ
し
て
、
な
H
忙
を
町
に
伝
え
る
々
た

め
の
「
町
以
とい
詰
る
会
」
が
れ
地
．υれ

で
聞
か
れ
て
米
ま
し
た

「
こ
・
ー
し
た
・
り
い
い
の
二
・
・
：

1

1

4

1

a
 

と
思

勺
て
’u
、
、人
的
で
は
な
か
な
か

亡iこ！口一口
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質
問

町
長
は
、
千
陥
行
政
を
重
点

Mm日以
と
し
て
、
山
帆
状
の
い
則
発

H
凡
を

n的
と
し
た
、
山
山
液
検
作

等
を
日
制
倒
的
に
や
っ
て
お
ら
れ

る
が
、
術
院
で
検
点
川
出
米
る
よ

う
、
件
減
本
的
な
体
質
故
後
け
を
す

る
F
J
え
が
あ
る
か
。

答
弁

泊
病
院
は
、
地
域
医
療
に
取

リ
組
む
安
勢
に
問
題
が
あ
リ、

住
民
の

μ似
に
応
え
う
る
似
し
山保

体
制
を
日
指
し
、
品H
断
ヰ
」
作
っ

て
、
体
制

Hα
波け
を
悶
リ
た

い
。

小
川
中
学
校
跡
地

－
鍵
改
・
セ
ン
タ
ー
「

質
問

小
川
小
川
f
校
の
跡
地
利
川
に

つ
い
て
、

町

μは．
ど
の
よ
う

に
釘
効
利
川
さ
れ
る
号
、え
な
の

A
H
 

答
弁

小
川
小
中
校
の
跡
地
利
川
に

勺
い
て
は
、
地
心
的
打
々
と
も

協
ぷ
全
長
わ
て
れ
り
、
広
大
な

上
地
の
下
・
分
は
．
従
業
改
府
内
セ

ン
タ
ー
の
姐
ぷ
を
々
、
え
て
お
り

妓
リ
の
l
地
利
川
に
勺
い

て
は
、

今
後
、
秒
、
J
い
た
し
た
い

職

員

研

修

民
間
へ
は
舎
後
の
棟
四

質
問

行
財
政
改
市
か
叫
ば
れ
て
お

リ
‘
公
は
川
日
陥
則
的
丘
、
川
山
川
仙

－
一
叶
え
な
い
』
「
時
間
が
な
い
の
で
、

集
ま
り
に
は
参
加
で
き
な
い
」
と
い

ゥ

た
戸
’
u
あ
り
、

町
で
は
一

般
の
悦
JH

制
度
と
し
て

J
削
・K
へ
の
た
よ
り
h

「
や
ま
び
こ
泊
討
」
を
今
年
戊
か
・り

取
リ
入
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
特
さ
ん
の
袋
叫
h

や
従
来

を
子
紙
に
よ
け
い
れ
娘
町
i
k
に
訴
え
よ

・7
・
と
す
る
も
の
で
す

A
U

勺
か
く
の
機
会
て
す

仙
鰍
的

に
利
川
し
．
山
口
さ
ん
の

μ
を
州
政
に

一
は
映
さ
せ
て
く
だ
さ
い

4 ・・

－tu

－－
 

a

u
－
 

－
 

.折込んだやまびこ通信（町長へのたより）の用紙

実崎

十 J.：.，.ニ必f.1ーー

制自町長

考

策
と
し
て
、
職

U
を
民
間
余
業

へ
研
修
さ
せ
る
々
え
が
あ
る
か
．

答
弁

公
務
円以
の
思
議
改
修
を
目
的

と
し
た
、

純
比
の
民
間
企
業
へ

の
研
修
は
．
今
後
の
検
汀
謀
総

だ
と
思
勺
て
お
り
ま
す
。

奨

学

資

金

槽
慣
の
方
向
で
検
討

質
問

当
町
に
は
、
他
の
市
町
村
に

な
い
、
奨
学
資
令
制
度
を
設
け

て
い
る
が
、
現
行
の
川
制
・
h
f

円
を
ぷ
物
価
高
騰
の
折
リ
で
も

あ
り
、
改
必
付
す
る
凱
つ
え
が
な
い

A
M
 

答
弁

焚
小
山
H
A
以
の
倣
に
つ
い
て
は
、

時
代
に
即
応
す
る
よ
う
、
改
時
貯

の
ね
’
川
で
般
社
す
る
が
、
し
ば

ら
く
時
間
を
町
し
て
戴
き
た
い
。

役

場

庁

盆E
Eヨ

昭
和
町
年
ま
で
に

質
問

役
場
庁
ι
明日
の
佐
川
ぷ
に
つ
い
て
．

日
体
的
な
け
汁
川
州
本
を
お
聞
か
せ

町
、
た
い

答
弁

役
場
げ
合
笹
川
ぷ
問
題
は
、
第

2
次
総
合
討
酬
の
積
一
山
…
諜
題
で

あ
リ
、
犯
の
任
期
中
に
往
刊はい

た
し
た
く
‘
実
削
引
に
向
け
鋭
立

努
力
し
た
い決,!L 臼弘幸t：宅ラ＇ ....マr-＂＇・モでt:.r 
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や
ま
び

4
9
0
 

－
蟻
会
だ
よ
り

＠

に
よ
る
朝
日
町
議
会
織
り
H

の
町
に

対
す
る
的
負
行
為
の
’
N
織
に
附
す

る
決
議

日

ω
留
怠
お
お
も
⑫

－
地
万
自
治
法
相

mm条
に
よ
る
専
決

処
分
の
件

朝
日
町
倒
民
健
康
保
険
直
営
診
療

所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
件

－
地
方
自
治
法
第
問
条
に
よ
る
専
決

処
分
の
件

制
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
設
澄
等

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件

包
G
Sお
お
も
＠

－
下
山
刷
水
組
合
議
会
議
日

－
・叶
H
凡
中
小
校
制
へ
い
出
刷
会
決
以

自
因
。
隠
旬

採
択
に
怠
つ
だ
も
の

－
町
道
の
認
定
に
つ
い

て

－
消
防
的
般
市
の
一史
析
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
つ
だ
も
の

－
人
が
院
制
作
川
の
完
全
夫
地
に
つ
い

て
・
拙川千，
M
火
山
の
投
出
に
つ
い
て

＠，．．． 

－－’ 
-．．． ．．．一0 宮、．＠ 

fi.I＂ψ1 ＂・.泳、，＇＜

「．1
l
l

圏

、．． 

通
信
の
使

方

－寓

「
や
ま
び
こ
泌
υ川
」
の
用
紙
は
‘

5
月
号
「
広
制
限
あ
き
ひ
L

に
折
リ

込
み
、
全
般
僚
に
配
付
し
ま
す

合

作
町
長
へ
の
た
よ
り
”
と
い

っ
て

も、

か
し
こ
ま
る
こ
と
は
あ
リ
ま

せ
ん
匂

日
頃
か
ら
忠
司
て
い
る
こ
と
を

配
付
さ
れ
て
き
た

「
や
ま
び
ニ
泊

M
L
の
別
紙
の
記
入
欄
に
力
き
込

む
だ
け
で
す

J

－R
立
見
出
寸
を
記
入
し
た
な
ら
、
佐
川
崎

版
業
、
氏
名
、
年
齢
剛
、
屯
品
番
ザ

を
件
き
込
み
ま
す

－R
広
報
紙
上
の
仇
申
れ
は
白
山

－．
民
名

乱
仰
削
H

と
記
入
し
て
く
ど
き
い
｝
で

す
が
．
什
同
日
刷
、
氏
れ
の
な
い
も
の

は
、
無
効
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

い

－R
川ハ
き
終
わ

っ
た
な
・
旬
、

っ
て
、
ノ
リ
付
け
し、

入
れ
る
だ
け
で
す
ι

占寓
切
予
を
は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

占聞
い
だ
山
し
期
間
は
、

5
H
l
H
か
ら

ω月
別
日
ま
で
の

6
ヵ
川
間
で
す
a

－R
町
で
は
‘
わ
り
が
せ
い
た
だ
い
た
ご

立
川
凡
を
問
凶
別
に
・
MMMし
、
ル
弘
級

紙
上
寺
で
そ
れ
ら
を
分
析
し
．
れ

終
え
の
必
裂
な
も
の
に
つ
い
て
は
‘

凶
答
を
仰
載
す
る
な
ど
、
ど
ん
な

立
川凡
が
拠
出
さ
れ
、
そ
の
ぷ
比
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
、

持
さ
ん
に
お
知
・
り
せ
し
ま
す

奇岡
山
円
さ
ん
の
似
の
り
刊
を
“
町
一
以
へ
の

た
よ
り
”
「
伯
、
ま
び
こ
泌

U
」
を

利
用
し
て
、
町
政
に
少
し
ず
つ
で

も
生
か
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
e

2
つ
に
折

ポ
ス
ト
に＠ 



－
み
ん
怠
の
広
場
＠

強制加l入というのは．

むしJJU人しなければ．前

日ljを’受けると uうことですか。

持ij則はあリ ；ませんの強

制とIi，法律に基づいた

1£11込の義務だという意味です。

l事｜民年金Ii強制加入が

IJ,tl!IJですが，例外として

他の公的年金に加入している

人の配偶者 （主婦）や20歳に

なった学生は除外 されていま

す。 しかし. :if；』盟 －~ tlぱ}JIJ入

できます。 こういう人のこと

を任意加入被保険者といい．

m1与の点からいえば． 早〈 加

入した方が将米のためによい

といえます。問民年金は．与l.

〈加入すれば．それだけ金制

カf多くなるfU且だからです。

（今 JJ号．年金だより参！！世）

;fL'i主婦で． 主人が職

場で年金に加入している

ため．凶1＼：年金に入らな くて

もし、L、でしょ うか？

みんなの広場は、みなさん

のページです。あなたの言レ

たいこと 、あなたの仲間たち

ゃ友人の紹介．仲間を集めた

いtきや探しもの ・売 りも の

なr.ゼんなことでもけっこ

うです。役場広報係までどし

どしお寄せください。

型堅空間竺竺｜

議室ぷ蜘鈴

問

答

匁5t
Cコ

問

婦
人
労
働
講
座

パ
l
ト

5

さ
ら
に
、
な
ぜ
行
政
相
談
会
日
以
を

や
る
気
に
な
勺
た
の
か
を
た
ず
ね
る

と「
現
職
中
長
い
間
、
町
外
に
勤
務
し

て
い
た
た
め
、
わ
れ
脚
一
訴
に
な
っ
て

い

る
郷
引
に
本
公
す
る
機
会
が
な
か

勺

た
の
で
．
ニ
れ
に
制
限
い
よ
・
7
と
引
き

交
け
ま
し
た
」
と
の
・
」
と
。「
そ
し
て

4
リ
l
日
付
け
て
、
川
総
太
郎
さ

ん
が
、
朝
日
町
行
政
相
談
以
に
会
制

さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
委
以
は
、

役
所
や
公
社
、
ハ
ム
川
の
仕
が

に
付
す

る
訂
M
M
や
要
望
の
相
談
に
応
じ
て、

解
決
す
る
大
変
な
付
事
で
す
・
相
談

所
は
毎
月
第

一
・
第
三
火
山
嶋

H
（
5

け
は
あ

一
一
は
休
日
州
－
に
問
ぷ
さ
札
て

い
ま
す
e

A
J
M
は‘

ζ

の
大
切
な
仕

事
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
勺
た

加
総
太
郎
さ
ん
に
ソ
ヘ
ポ

ッ
ト
を
お
て

て
み
ま
し
た
う

山
払
は
依
郷
を
綴
れ
て
も

印
年
。

寸U
く
日
持
戦
争

の
終
戦
の
年
に
生
ま
れ

今
年
で
竹
川
地
域
、
改
口
々
を
迎

え
る
主
人
で
す
れ

＼
U

思
え
ば
似
の
人
生
は
不

’
／
ν

況
と
戦
争
を
繰
り
返
す
惨

’piw
た
ん
た
る
時
代
て
、
小
ハ
f

苛
」
一

伎
に
人
予
す
る
と
、
川
ん

F
Y一
ぱ
に
山
て
良
桃
の
ず
伝
い
、

ド
比
一
「
芋
に
明
け
い
外
れ
、
似
川
本

コ
／
＼一

ダ
ン
ゴ
を
食
べ
、

技
慢
と

ジ

節

約

で
厳
し
く
鍛
え
ら
札

、，

ま
し
た

ω
f
以
山
の
竹
之

．白
性
の
子
供
で
、
長
男
し
か
家
に
直

い
て
も
ら
え
な
い
い
ら
ん
も
ん
の

次
男
で
あ
る
。
小
さ
な
集
活
に
川
年

の
友
人
が

6
人
い
た
が
‘
山
首
長
射
て

引払
だ
け
が
放
郷
を
総
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、

よ
ー
に
は
ん
俺
む
い

つ
の
日

か
」
と
心
に
作

っ
た
む
の
で
す
・
こ

ん
な
成
長
の
仕
打
を
し
た
人
は
私

一

人
で
は
な
い
で
し
ょ
7
0
小
学
校
で
も

被
れ
て
ろ
く
に
勉
品
川
も
で
き
な
か

っ

た
。
友
述
は
上
級
校
に
進
午
す
る
。

「
深
夜
業
務
の
祭
止
と

危
険
業
務
の
制
限
」

労
働
法
燃
法
で
は
、
健
康
と
悩
祉

の
礼
地
か
ら
次
作
労
働
ι引
の
深
佼
労

働
（
午
後
叩
時
か
ら
午
前
5
時
ま
で
）

を

mJHし
て
い
ま
す
。

例
外
と
し
て
深
佼
業
が
必
め
ら
れ

る
の
は
、
八え比九
川
制
の
作
が
に
つ
い
て

労
働
法
一
準
弘
行

vh
長
の
内
り
を
受
け

た
州
場
合
の
午
後
凶
時
か
ら
山
時
加
分

ま
で
の
却
分
と
か
、
災
山
六
時
的
州
場
合

や
石

A
M
－
農
林
水
産
関
係

・旅
館
・

料
県
飲
食
店
の
業
務

・
被
中
什

・
娯
楽

業

・
屯
ぷ
ぃ父
操
業
務

・
ス
チ
ュ
ワ
ー

デ
ス

・
俳
優
・

ア
十
ウ
ン
サ

l
－
k

f
待
出
品
川
口
の
作
用
人
な
ど
で
す
。

ま
た
、
化
性
は
川
内
仲
川
と
比
べ
て
筋

力

・
体
力
に
去
が
あ
り
、
ル
仁
則
的
に

も
黙
な
る
た
め
安
全

・
ぬ
小
．と一
M
M
m

の
山
…か
・
り
危
険
街
中
日
業
此
切
に

つ
か
せ

ヌポット
＼ーライト
事月目白I行政相議員

加藤 太 郎

る
。

ニ
の
一十一円
染
に
制
の
道
に
生
き
た

れ
瓜
必
の
厳
し
さ
を
感
ず
る
が
、

日
引

と
か
く
後
悔
が
多
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
人
中
を
少
し
で
も
ニ
の
・
バ
柴
に

近
づ
け
た
い
と
刷
っ
て
い
る
」
と
の

ニ
と
ι

自
分
に
厳
し
く
、
ま
じ
め
に

小
さ
て
お
ら
れ
る
打
だ
と
い
う
印
象

で
し
た
”

な
お
、
加
除
さ
ん
は
、
多
磁
味
な

卜刀
で
、
あ
さ
ひ
万
友
ク
ラ
ブ
の
会
長
、

制

U
ス
キ
｜
ク
ラ
ブ
の
顧
問
な
ど
を

引
き
受
け
ら
れ
て
お
ら
れ
る
れ
き
く

件
φ
仁
リ
子
、
十
ヲ
。

企マ
加
総
さ
ん
は
、
朝
日
町
三
浦
町
山

身
の
制
歳
。
富
山
県
師
範
学
校

・
ぶ

料
、
専
攻
科
を
卒
業
さ
れ
、
以
内
外

ハf
絞
で
勤
務
さ
れ
‘

M
m
和
日
年
に
時

仲
汁
中
学
校
長
を
刊
以
後
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

な
ぜ
こ
の
仕
下
を
選
ん
だ
の

か
と
た
ず
ね
る
と
．

「
川
制
払川
…
沖
小

m
f
を
や
業
し
、
大
陸
に
雄
飛
せ
ん
と

し
た
が
、
オ
ヤ
ジ
か
ら
、
わ
せ
削
は
長

附
力
だ
か
・
句
械
の
山
倒
を
み
ね
ば
な
ら

ぬ
と
抑
え
ら
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
師
範
中

校
に
人
午
し
た
」
と
の

こ
と
。

行
政
に
付
し
て
昨
怖
を
持
り
て
お・
り

れ
る
ん
と

一
人
で
も
多
く
彼
触
し
．

制
決
へ
の
糸

U
を
は
い
山
し
て
あ
け

た
い

し
と・
パ
わ
れ
る
、

ま
た
、
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
パ

祭
を
附
く
と
、

「
山
本
氏
出
胤
は

H

似
’
川

辺
w

と
休
す
る
凶
ヵ
条
の
，H
似
の

0

・パ

策
を
も
ち
、
そ
の

5
徐
け
に

『我
が

に
お
い

て
後
仰
せ
す
』
と
述
べ
て
い

る
こ
と
も
れ
じ
ら
れ
て

い
ま
十

危
険
布

h

れい業
務
と
は
、
巡
い
転
中
の

機
械
や
動
力
い
い
述
淡
泊
の
川
山
林

・
作

州

・
検
点
u
・
修
仰
を
行
・
7
こ
と

・
動

力
に
よ
る
ク
レ
ー
ン
の
巡
転

・
一
定

的
引
き

（桝
絞
作
業
の
場
介
山
キ

ロ
．

断
続
作
業
の
州
叫
ん
け
却
キ
ロ

）
の
信一日叩

物
を
胤慨
す
こ
と
め
＼
鉛
・
水
銀

・
ク

ロ
ム

・
ひ
ぶ
な
ど
の
釘
刀
物
を
仙
川
1

．

τ－
な
ど
て
す

れ
け
て
は
な
ら
な
い
と
思

い

川

制

中
学
の
泊
日
教
行
で
独
学
し
た
。

防

止
械
で
家
を
山
て
独
立

卜
一泌

・
洲
州

事
変
仁
絞
い
て
日
え
が
変
に
応

μ
．

そ
し
て
大
点
州
戦
争
に
突
入
”
そ
の

川
に
少
し
ず
つ
本
来
も
ど
う
に
か
日

以
が

つ
く
ま
で
に
な
勺
た
が
、
全
般

で
一
瞬
に
し
て
以
に
な
る
－
的P
・
峨
後

に
は
、
地
以
や
台
風
で
・添
いm
b」
流
山

す
る
な
ど
、
次
か
ら
次
へ

と
JA
M
燃
し
か

続
く
。
一

時
は
失
望
し
て
、
ふ
る
恨

の
尚
械

の
も
と
に
川
ゥ
て
み
た
。

ゃ

っ

rリ
弘
こ
ま
H
叫
ん
／
パ

4
u
m
w
M
j
わ

り

1
1
4
i

l－
－

3
1
J
j
F
Z
 

た
。

8
人
の
兄
弟
が
、

6
人
の
税
収

が
、
そ
し
て
優
し
い
け
と
厳
し
く
知

え
て
く
れ
た
父
が
い
た
こ
の
人
述

に
励
ま
さ
札
、

「
度
は
従
ん
ど
っ
し

り
で
印刷
必
リ
、
ど
－
7
に
か
汗
か
ぴ
上

が
る
こ
と
が
で
き
た
。
札
似
郷
を
山
て

悪
戦
H

山
闘
の

ω年
内
へー
は
現
役
を
泌

さ
、
励
ま
し
て
く
だ
さ
勺
た
皆
さ
ん

の
以
怖
に
感
謝
し
つ
つ
的
か
な
余
↑

を
送
っ
て
い

ま
す
。

山
崎
小
在
池
出
身

一
老
人

i
凶也ト
H
町
は
け

η
人
も
川
人

L
．
生
く

i
l

l
－

｛

C

4

j

i

ー

は
九
州
山
身
行

（
Y
K
K
勤
務
｝
も

い
る
ω

紋
年
以
れ
が
お
必
と
HL
い
が

却
必
前
後
が
少
る
く
、
今
、

N
W
M

に
参
加
で
さ
る

J
お
き
刷
の
イ
レ
ブ

／
』
を
必
伸
次
し
て

い
ま
す

i

ぷ
A
H
は
』
川
か
ら
川
川
の
け

W
け

に川町
．十
九
地
で
行
わ
れ
、

A
J
か

T
L一叶

白馬サッカークラブ

し
た
リ
す
る
と
す
ぐ
に
メ
ン
ハ
ー
か

ら

「
ビ
ー
ル

↑
ダ
！
ス
／
」
と
山
が

か
か
り
、
実
っ
た
り
励
ま
し
た
り
の

仲
間
述
だ
。

サ
J

カ
ー
を
や

ゥ
て
ん

よ
う
と
立
川
似
の
あ
る
ん
は
、
大
歓
迎

で
す
あ
わ
せ
て
マ
ネ
｜
ジ

γ
l
’U

拡
処
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
御

二
郎
く

ど
さ
い

｛
迎
絡
先
）
見
山
川
町
正
℃

（
宮

1
d
l
3
0
6｝

4
司
練
習
に
集
ま
っ
た
会
員

勝
ち
負
け

よ
り
も親

睦

を

さわやかさん

夫穆錦
町11すのさ わやかさん を制介します

削JI付:l¥i,fの Jjならと’なた でし！t・J ニう

ですうムなたの帆坊のさ わやかさんを

をllらせてく どさい。

附
相
川明化・

6
け
uo
打
、
ド
新
川
昨
m

－
の
サ

ブ
カ
｜
ク
ラ
フ

「h
M
H
4
ク
ラ

ブ
」
を
結
成
し
て
山
年
。
会
則
を
設

け
、
山
山
県
サ

ッ
カ
ー
協
会
に
品
川
北
川
郎
、

年
川
川
数
ぷ
ん
け
を
行
う

3
泌
リ
ー
ク

に
参
加
し
た
の
が
し
う
on
年
前
に
な

る
‘
会い
H
は
州
別
り
町
に

uM
む
、
開
制

M
年

・
初
年
生
ま
れ
で
い
け川
校
時
代
的

サ

ソ
カ

i
ク
ラ
ブ
経
験
者
を
中
心

に
釘
心
が
集
リ
、
山
数
名
で
ス
タ
ー

ト
し
た
e
し
か
し
、
党
足
時
打
か

勺
た

メ
ン
バ
ー
し
川
年
た

っ
て
、

一
ぷ
へ
H

ト応リ
川
る
の
し
き
つ
く
な
リ
、
削
叫
ト
代

／ 

以
す
る

3
郎
リ
1
グ

A
ブ
ロ

サ
ク
は

川
チ

l
ム
で
山うわ叫ん
H

ず
つ
を
行
う

ま
た
、
山
い
け
川
校
蹴
球
泌
と
ん
必
則
練

内
バ
へ
H

を

h
・7
他
、
川
川
休
．

K
Q
M作

社
会
人
ト八
九
ぶ
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
”

一
流
九
日
必
リ
凶
勺
た
後
の
ビ
ー
ル

の
味
は
総
別
で
、
以
前
は
よ
く
U
凶
作

会
の
会
場
を
決
め
て
な
い
と、
「一
ぷ
へ
い

を
し
な
い

』
と
い
・
7
お

も

い

た

ま

た
得
点
を
人
れ
た
リ
大
き
な
ミ
ス
会

「粉ti・ 6~·J.'..f .J とい うg;・ i長ヵ、l.lfきてに

やっぱリ ．人司て-J）のかぎリにいIで

もする という ・）qj:大切にと，目、います。

今，i， ちょ 勺とj握れているようで

すが． テニスやローラースケートに

挑戦してみたいと忠勺ています。そ

れと．ウインドサーフィンも f｛いで

すねョ

II：・ れでは．総務課の事務i系てヘ貸

付l':iHや検収 ·J~ti5 を fll.出していますc

6在実な11：・1・；をするよ うに努めてい

ます。

結鈴，i，まI！先の・ドて二なん とも

・。 とて？いながらも f"(iklfリませ

ん。平凡な人でi込し、です。それと紅、

より 1'fの出い人」とい う住文でした今

得意な事千.flll.!ir，、ンパーグその他

JO州~(i ぐら~ ¥ _J とのニとでし た。

安

達

律

子
（詑
歳
・
山
崎
必 ん

さ

＊勤務先

II W:*Ji制的工場総務課

＊趣味・道楽

スホーツ・般・生けイヒ

食家族構成

iせ・比・義Q11i.何

－
み
ん
な
の
広
場
＠nu寸

n
ヨ唱
l



や
っ
て
ま
す
か
準
備
運
動
を

な
ぜ
準
備
運
動

が
必
要
か
？

間
山
印
刷
回
富
田
岡
山
w
時
的 ま

す
。

適
応
性
を
高
め
る
に
は

た
と
、
え
ば

一
つ
の
例
と
し
て
、
同

学
院
大
学
の
古
凶
健

一
教
授
の
桁
み

に
よ
る
と

h

ス
ポ
ー
ツ
の
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
的
な
も
の
。
を
治
則

す
る
ニ
と
が
大
切
だ
と
の
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
ラ
ケ

ソ
ト
や
ク
ラ
ブ
、

ポ
ー
ル
な
ど
の
道
U
討
を
持
勺
た
つ
も

リ
で
、
動
作
で
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
炎

現
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上中
的
な
動

き
を
も
養
い
、

一、拍子
刷
得
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
が
備
選
動
は
、
川
町
聞
を

か
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る

が
ご
と
し
」
の
－
｝
と
わ
ざ
の
と
お
リ
、

時
間
を
術
け
す
ぎ
た
が
般
に
、
人
に

よ
っ
て
は
、
そ
れ
で
疲
れ
て
し
ま
い
、

い
ざ
練
習
や
ゲ
ー
ム
と
い
う
時
に
な

日
本
体
育
協
会

横
山
三
明
氏
お
き

yw帆
川
川
勺

O
寸
J
H
口

5月のげんごう
みJ、＞n ...--＿＼.：~ ~ J 

康
川
園

健
川
園

シ
』

川

副

ツ

酬

嗣

l

l

t

 

圃〈

川

聞

ス
州
醐

川

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
寸
前
発
な
身
体
の

酬

巡
動
を
す
る
に
は
、
そ
れ
に
必
応
で

川

き
る
よ
う
、
あ
る
れ
度
身
体
の
ボ
ル

川

テ
｜
ジ
を
上
げ
て
（
体
を
弘
め
て
）

川

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の

川

ボ
ル
テ
ー
ジ
を
上
げ
る
の
が
峨
働
運

川

動
で
、
必
要
だ
と
い
わ
れ
る
思
由
で

川

す
。
し
か
し
、

一
般
に
消
守
備
運
動
と

川

い
え
ば
、
体
を
前
後
に
山
げ
た
リ
、

川

腕
を
似
ゥ
た
リ
、
材
を
ぐ
る
ぐ
る
と

側

聞
し
た
り
、
膝
を
ま
げ
た
り
仰
し
た
リ

州

の
み
で
充
分
と
し
て
、
終
わ
っ
て
い
る

川

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け

酬

で
も
、
あ
る
り
度
の
体
の
ポ
ル
テ
｜

川

ジ
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

川
本
来
の
徐
備
巡
動
の
も
つ
、
ゃ
う
7

州

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

Mm
目
に
合
わ
せ

川

て、

神
経
や
筋
肉
の
適
応
性
を
高
め

川

る
目
的
か
ら
い
え
ば
不
十
分
と
い
え

康
川

健
川

シ
』

川
ツ
州

2
、

川

｜
1
 

．，一日ス
州

去
る
3
川
刊
日
、

い米
ボ

・
渋
谷
口
れ

の
伴
記
念
体
育
鉱
で
臼
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
間
創
設
初
周
年
記
念
表
必
式
が

聞
か
れ
、
そ
の
席
で
当
町
の
隙
山
三

川
氏
が
日
本
体
行
協
会
会
長
賞
を
企

抗
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
れ
は
、
氏
の
市
山
県
ス
ホ
｜
ツ

少
年
川
本
部
役

M
M悦
び
判
日
町
ス
ホ

i
ツ
少
年
間
の
指
導
者
と
し
て
い
い
代
年

に
わ
た
リ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
発
以

の
た
め
尽
力
さ
れ
た
功
給
を
だ
れ
ム
え
、

疲れをとろう

っ
て
、
疲
れ
の
た
め
に
緊
張
感
を
失

い
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
ケ
ガ
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
工
夫
で
、
充
分
で
か
つ

能
率
的
な
準
備
連
動
を
し
ケ
ガ
の

畿

な
い
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て

く
だ
さ
い
。

昭
和
田
年
度
体
育
施
設

開
放
利
用
状
況
ま
と
ま
る

昭
和
日
年
度

・
間
抜
校
l
校
か
ら

始
め
た
こ
の
事
業
も
、
計
年
度
で
7

絞
ま
て
に
地
え
、
活
尖
に
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
者
に
皮
透
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に

l
校
地
や
し
、
8

伎
で
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
利
則
さ
れ
た

い
川
体
は
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て

お
れ
ば
ど
の
同
体
て
も
似
附
で
さ
ま

．4ヲ
山
叩
込
み
等
の
必
川
柳
に
つ
い
て
は
教

山
円
安
川
会

（
宮
2
H
l
1
0
4
）
へ

s 839人

7. 317・
「1
I 999.1 

｜倒
S.917人
ー－＇

l .290入

ワ
ヲ
/ 

ト

8.000 

7,00ゆ

b 000 

々
長
賞
に

A
U
W
さ
れ
た
tJ
の
で
す

氏

役

職

の
H ;;1; 

111 
t·.~ 
ス
ホ

"/ 

~！？ 
if 
I門
小；

.f; 
る.. 

州
日
間
ス
ホ

l
ツ
少
年
川
桁
保
行

協
級
会
刷
会
以

‘
川
明
日
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
月
下

－

o

，、
‘
一
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ホ
｜
ツ
少
年

川
代
表
桁
川
市
有

積
極
的
に

レ
ク
リ
エ
！
シ
ョ

最
近
多
い
山
身
症

日
取
近
よ
く

h

心
身

依
”
と
い
う
J
般
市
を

H
H

に
し
ま
す
ω

L
U
’U句

昨
．と
は
、
心
が
川
町
凶

で
起
こ
る
肉
体
の
病
気
で
す
心
の

病

%
、
つ
ま
り
村
神
的
や
神
約
耐
と

は
違
い
ま
す
。

心
の
ゆ
が
み
で
、
た
と
え
ば
同
州

場
の
よ
う
な
肉
体
の
病
気
を
ひ
き
お

こ
す
わ
け
で
す
ι

山
身
症
巳
か
か
ら
怠
い
た
め
巳

心
身
・征
に
か
か
り
ゃ
す
い
人
は

ン
会
』
／
．

職
業
な
ど
で
の
人
間
関
係
も
普
通
の
、

む
し
ろ
従
等
生
タ
イ
プ
で
す
。
仕
事

は
テ
キ
ハ
キ
片
づ
け
、
山川ル
μ
仰
を
表
に

あ
・
り
わ
さ
ず
、
い芯
勺
て
も
仲
間
や
部

下
に
当
り
倣
ら
す
こ
L
r
－の
な
い
、
ご

く
佐
川
泊
に

Hn会
に
池
応
し
て
い
る
人

に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
¢

一
一
弘
、
ま
ゥ
た
く
問
題
な
い
よ
う
に

は
え
て
も
、
本
人
の
内
部
で
は
、
向
分

は
か
く
ち
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
自

分
の
山ぬ
か
れ
て
い

る
山
川
崎
に
適
応
し

よ
う
と
常
に
努
力
し
、
内
抑
制
品
凡
加
が

つ
づ
き
、
そ
れ
が
過
剰
に
な
勺
て
心

身
佐
を
起
す
も
の
と
与
え
ら
れ
ま
す

6

そ
こ
で
、
心
身
症
に
な
ら
な
い
た
め

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
ω

〈
利
用
す
る
場
合
の
条
件
〉

・
年
間
を
通
じ
て
、
継
続
的
に
使
用

す
る
こ
と
。（
週

l
回
以
上
）

・
お
お
よ
そ
店
名
以
上
の
購
成
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
こ
と
。

・
責
任
者
が
明
俗
で
あ
る
こ
と
。

－
定
め
ら
れ
た
規
則
を
遵
守
す
る
こ

レ
ι
。

（例
・・・・・
・
喫
煙
の
場
所
、

外
ば
き
の
区
別
等
）

内
ぱ
き

人

人

人

b

＠間
口
一
川
信

＠
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に
は
、
仕
ギ
の
と
き
は
ど
ン
と
は
り
つ

め
て
駁
．旅
し
て
い
て
ら
、

一
度
仕
事
か

ら
維
れ
た
ら
子
ど
も
の
よ
う
に
無
心
に

か
え
る
と
き
を
持
つ
・
｝
と
が
大
切
で
す
。

積
極
的
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

村
伸
的
な
彼
労
を
凶
似
し
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
に
は
、
気
分
転
換

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
e
Mm欲
的

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
犯
行
い
仕

事
か
ら
綴
れ
て
、
子
家
と
も
す
れ
ば

抑
え
ら
れ
が
ち
な
自
分
の
気
持
ち
を

ち

よ

つ

と

カ

ガ

イ
ラ
イ
ラ
、
欲
求
不
満
、
梢
神
不

安
が
あ
る
と
、

ハ
分
の
こ
と
に
無
関

心
に
な
り
ま
す
。

身
ぎ
れ
い
に
し
て
、
気
持
ち
も
切

か
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

凋
斗
ハ
ヨ
η
L

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

震
の
献
血

－
協
力
者
名
1

3
月
実
施
介

境
地
区

野
聞
か
お
り

宮
崎
地
区

水
品
昭
二

笹
川
地
区

深
松
誠

泊
一

区

舷
坂
邦
夫
、
長
井
絡
生

泊
二
区

岩
間
満
後
、
山
回
義
光
、
岡

本
邦
広
、
米
田
芳
男
、
福
島
み
、
ぇ
子

泊
三
区

近
江
徳
子
、
湯
上
谷
真
、
河

村
浩
、
長
谷
宏
、
山
石
図
降
、
江
洲
初

治
五
箇
圧
地
区

追
分
兵
智
子
、
鍛
治
手

子
、
成
削
除
夫
、
松
聞
誠
、
隣
国
似

一
郎
、
小
山口江ぶ一一い

南
保
地
区

谷
U
繁

一
、
川
上
誠

一
、

山
崎
地
区

小山半
川
降
、
紋
山
正
美
、
谷

口
ヤ
エ
、
九
凱
俊
彦
、
大
尉
林
純
子
、

蓮
沢
進
、
野
凶
サ
ク
子

大
家
庄
地
区

広
川
氏
問
、
行
防
治
、

点円十小川
u
u沈
、
市
米
英
徳
、
小
川
沌
f
、

一れ
柿
均
、
必
削
辺
乃
、
広
川
口
説
炎
、

hM古
川
川
一一
、
総
川
順

f
・
広
川
礼
美

f
、
桜
山
氏
周

f

（りや
れ

｜舎ra1の~~－
1
1

』
つ
－1』

、

h
U
ぺ吋
S
H
1

4
S
F
B
Z
e
－
－
‘
巾同，
F

口
十
校
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

険
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
の
一
検
伐
は
、
子
供

述
が
紡
銭
的
に
感
染
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
調

健
康
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ

② 

、l ’
 

べ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
検
貨
の

結
果
、
陰
性
の
人
に
は
、
粘
級
”
附
に

付
す
る
免
・
伐
を
つ
け
る
た
め
に

B
C

C
を
械
的
す
る
・
｝
と
に
な
り
ま
す

P

ニ
の
H
は
、
午
後

一
時
半
か
ら

l

年
午
詑
や
れ
と
2
年
生
泣
名
ん
よ
い
N
に、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
杭
射
を
行
い
ま
し

た
。
ハ
分
の
番
に
な
る
と
甘
を
つ
む

り
技
殴
し
て
い
る
千
も
い
ま
し
た
が
、

小
に
は
、
は
き
山
す
チ
供
も
い
て
、

大
変
な
騒
ぎ
で
し
た

G

さ
て
ニ
の
椴
伐
の
対
象
半
れ
は
、

4

必
ま
で
の
乳
幼
児
、
小
川
f
校
l
年

4．

A
j
い川
、
小
学
校
2
年
牛
の

一
部
、
小

学
校
l
年
生
金
円
以
、

中
乍
校
2
年
生

3
年
生
の

一
部
で
す
。

仰
ぴ
仙
川
び
と
発
散
さ
せ
、
明
日
か
ら

の
仕
事
へ
の
治
新
な
気
力
の
充
笑
を

は
か
リ
ま
し
ょ
・

1

テ
レ
ビ
を
u
凡
な
が
ら
の
ゴ
ロ
寝
も

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
で
す
が
、

そ
う

い
っ
受
け
身
の
も
の
よ
り
、
続

欲
的
な
、
た
と
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ハ
イ
キ
‘
ン
グ
、
山
家
庭
来
刷
、
日
限
大

［
な
ど
、
余
暇
を
円
分
の
社
事
以
外

で
、
松
H

段
は
で
き
な
い
こ
と
に
、
何

も
か
も
忘
れ
て
打
込
む
こ
と
が
、
病

気
へ
の
予
防
と
な
り
ま
す
ι

ミ
を
／

何
制
、
身
だ
し
な
み
を
献
が
え
た
時

に
カ
ガ
ミ
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の
日
の

気
持
ち
を
湖
特
し
、
さ
わ
や
か
な

一

日
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
も
の
で

す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠
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4月68 ~ E雇髭逼盟国・・・・ 品：4月20日
各小学校で入学式 ~ ..便E・E・－＇.司・・ z：知事と・るつどいが開催

~：LJ注理IJ.j' · } 11置・・ 蚕 中j中県知事を迎え．「知穆と語るつど

いJ とまち回り；が行われました．

この日知率は．午前10時30分に来町

され．町長の案内で＼大家庄三枚僑の

アスパラの.ll!をはじめ． 日東紡績泊工

場．宮崎漁港．大屋老人福祉センター．

不動金遺跡，減山担定跡などを見学され

ました．

またj知事と語るつどL、」が午後 1

時30分から．朝日動労青少年体育セン

ターで開かれ． 一般町民約 320名の方

々が集まられ，特別養自養老人ホームの

建設や青少年健全育成施設の建政．観

光開発．企業誘致．農業問題．海摩環

鍵盤情問姐などについて質問があり，

知.，i2時間にわたって丁寧に答えら

れました．知事のまな答えは次のと必

リ． 惨特別養緩老人ホーム建訟は．地

元の締惣がまとまれば協力する． 惨背

少年健全育成総訟の建訟は．県内10•

設の活用を願う。 惨観光開発Ii，地元

で栂忽やアイディアをまとめてほしい。

惨サケマスふ化場の新訟は59年度に係

択されるよう国と協織する． 砂アスパ

ラについては.t支術体系を擁立したい。

県鴎会鴎貝遣事行われる

4月108.小雨の降る中，80年代中期

の富山県の進路を如何づける第10団富

山県議会議貝i聾拳が行われました。

朝日町開票区での投票率は 83.38%

で．全保の 75.75%よりは高かったも

のの．前回（昭和54年 4月）と比絞す

ると 90.91%から大輔（7.53%）に低

下しました．

全校

立派

4月6臼午前9時30分から，各小学

校で入学式が行われ．晴れて 247名の

新 l年生が誕生しました。

さて．この臼笹川1小学校でも. 6名

の新入生を迎え．入学式が挙行されま

した。

式典では．生徒会長の深松圭二君か

ら「いっしょにガンバリましょう」と

歓迎の言葉があり．その後新 1年生も

まじえ．大きな声で校歌をカいっぱい

歌って閉式となりました。

たった 6名の入学式でしたが．

生徒33名と家族的な雰囲気の中．

な式典でした。

3月21日～4月20日

司，.時肢に怠った商工’E光線3月26日
新殴の山崎保育所で卒園式

3月23日
朝日町農撮大学周防

’咽圃圃喧国

4月10日に朝日中学校体育館におい

て．例目町ライ オンズクラブ認証状伝

達式が聞かれ.~弁会長に滑れの認証

状が伝達さtt.県内で34番目の誕生と

なりました．記念.J製業として．泊病院

へ忠.Yi・~送Jj(- f; と rn ~Ji '.l!・に人工呼吸

用人形 l体が送られました。

4月10日
朝日町ライオンズクラブ竃生

司F知・Eと由るつどいと知事の戸スパラの恩....
／ 

司F元気に後厳司E・Rう続1~生

4 JJ 8日．午前9時から例日町悩祉

センターにおいて．朝日町緑化推進：畳

民会の主催による首木即売会が聞か札

庭園鮒・果樹などの苗木約60機約900

本が売れてゆきました。

4月8日
苗木卸売舎を開催

4月4日
役場に商工観光標が新股

かねてから .＇，：崎町長が ri，可欠にi品九

た魅力ある郷土づくリ；~HAf して田I

l伐を進めると tりl~：· されてきましたが．

今年I~からより制鰍的に般し進めよう

と ．定JYJ 人 ・l~Y~j)Jに ｛i'わせ. 1l"!i l：似た

,j線カt約r.i泣きれました。

これは.jfr 王子科に IBfl（から吹：引の•）91

L ・ f 訪で 1長・必主主による ·r.：~、 人法の~.ui：や

Miil の例；I＼が必！~」という，：1にニたえ

るとともに． LI '°1>= i毎から北アルプス l'J

.I.!~ iむまでの美しい総大な自然を町民は

もとより，県内外のJi々 に千IJ川してい

ただくよう械極的に観光ょ開発会j並め．

n~ ‘人j主の厳刷機会を創II\ し. r ／，可欠に

i前ちた舷力ある郷土」をつくりだすた

めに設けられたものです。

·I~務室ii . 役場 2 階の-ill設諜織に＆

i伐さit. 5人のスタ ップでスタートし

ました。

昨年の 9月から，約l位255JilYをか

け．改築工事が進められていました山

崎保育所Ii, 3月20日に完成し. 20日

から使用じておりましたが. 26日一段

と大きくなり．新築の香りがする l~I 内

で小：園式が行われました。

式でIi. 町長．母の会々 i毛などii~山

の方々のおt｝れ、のことlぎがあった後．

：欽でつづった 「思い出のアルバムJ を

1J ¥, 、っぱい歌い．閉式となリました．

式後. 22r.の凶児連Ii保母さんやl剣

児達が作った予のトンネルをくぐリ．

紙ふぶきの舞う中で巣、，f...，ていきまし

fょ。

V保田さんの自民13，ぷきで送られる子供遺

企受・－
3月238 （水）に初！日町中央農協 2

階ホールにおいて. ~I LI町農業大学が

聞かれま した。これは.~rn町農業振

興促進協議会が主織するもので＼今年

度の稲作技術の伐として 「総本技術Iを

徹底する紛づくリ」 「永の品質を高め

る稲づく りl 「｛止収地域の~，（似を高め

る柿づくリ 」をめざし．農業生産に耳：

欲的な農家に呼びかけ 100名の受識者

の参加lを｛！｝乏した．

〈今後の日程〉

・第 2[1.!] 5 J J I' 't1) 

「本川ト＇＇lJUIの作~J主体j」 「アメ リカ

農業を段J也にはて」

－努~ 3 凶 6 IIド11)

r本HI'I’lUIの官J理技術I」 「農業者の

生きが、、」

・第4副 8月上旬

「本国後WIの符喫伎mJr農業をめ

ぐる舷j![の情勢J

なお．受場申込み等詳細についてIi, ~ 

農協か役場農林水産課 ｛内線55）へ
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